
第２学年 技術科 シラバス 
 
１  教科の目標  

技術の見方・考え方を働かせ，ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な活動を通して，技術によってよりよい
生活や持続可能な社会を構築する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
（1）生活や社会で利用されている生物育成，エネルギー変換及び情報の技術についての基礎的な理解を図るとともに，そ

れらに係る技能を身に付け，技術と生活や社会，環境との関わりについて理解を深める。 
（2）生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，製作図等に表現し，試作等を通

じて具体  化し，実践を評価・改善するなど，課題を解決する力を養う。 
（3）よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，適切かつ誠実に技術を工夫し創造しようとする実践的な態度

を養う。 
 
２  評価の観点・規準・材料  

評価の観点 評価項目（評価規準） 評価材料・評価場面 

Ⅰ 知識・技能 
 

生活と技術について理解しているとともに、それらに係る技能を身に
つけている。 

授業への取り組み 

作品 

定期考査 

Ⅰ 知識・技能 

 
生活と技術について理解しているとともに、それらに係る技能を身に

つけている。 
作品 

定期考査 

Ⅱ 思考・判断・表現 

 

生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、
実践を評価・改善し、表現するなどして課題を解決する力を身に付けて

いる。 

作品 

定期考査 

ワークシート 

Ⅲ 主体的に学習に 

取り組む態度 

よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、課題の解決に
向けて主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして生活を工夫し
創造し、実践しようとしている。 

授業への取り組み 

ワークシート 

技術ノート 

 

３ 年間指導計画 

学期 月 単 元 ・ 内 容 

一
学
期 

４月 生物育成の技術の原理・法則と仕組み 
・生物育成の技術とは   ・作物の育成環境を調節する技術   ・作物の成長を管理する技術 
・動物を育てる技術   ・水産生物を育てる技術   ・生物育成の技術の工夫の読み取り 

５月 生物育成の技術による問題解決 
・問題の発見，課題の設定   ・生物の育成計画   ・成長に合わせた適切な育成 
・問題解決の評価，改善・修正  

６月 社会の発展と生物育成の技術 
・生物育成の技術の最適化   ・これからの生物育成の技術 
 
エネルギー変換の技術の原理・法則と仕組み 
・エネルギー変換の技術とは   ・発電の仕組みと特徴   ・電気を供給する仕組み 
・電気回路について考えよう   ・電気機器を安全に使用するための技術 
・運動エネルギーへの変換と利用   ・回転運動を伝える仕組み   ・機械が動く仕組み 
・機械の共通部品と保守点検の大切さ   ・エネルギー変換の技術の工夫の読み取り 

７月 

二
学
期 

９月 

１０月 

１１月 エネルギー変換の技術による問題解決 
・問題の発見，課題の設定 
・電気回路または機構モデルの設計・製作 
・問題解決の評価，改善・修正 

１２月 

三
学
期 

１月 

２月 社会の発展とエネルギー変換の技術 
・エネルギー変換の技術の最適化 

・これからのエネルギー変換の技術 

情報の技術 

・生活や社会と情報の技術と計測・制御 

３月 

 

４ 学習のポイント 
１． Ａ．Ｂ．Ｃ の基準  
Ⅰ 知識･技能 

  Ａ 作品･定期考査などにおいて８割以上達成している 
  Ｂ 作品･定期考査などにおいて５割以上達成している 
  Ｃ 作品･定期考査などにおいて５割以上達成できていない 
Ⅱ 思考･判断･表現 

  Ａ デザイン案･作品･レポート･定期考査などにおいて８割以上達成している 
  Ｂ デザイン案･作品･レポート･定期考査などにおいて５割以上達成している 
  Ｃ デザイン案･作品･レポート･定期考査などにおいて５割以上達成できていない 
Ⅲ 主体的に学習に取り組む態度 

  Ａ 授業への取り組みやワークシートの記入および提出状況などにおいて８割以上達成している 
  Ｂ 授業への取り組みやワークシートの記入および提出状況などにおいて５割以上達成している 
  Ｃ 授業への取り組みやワークシートの記入および提出状況などにおいて５割以上達成できていない 
２． 学習を進めていく上でのポイント  
・興味をもって主体的に粘り強く取り組むこと。 
・先生の説明やポイントをしっかり聞くこと。作品の目的やねらいを理解し、作業を行うこと。 
・授業の準備をしっかり行うこと。忘れ物をしないことはもちろん、自宅で学習する場合もあります。 
・後片づけをきちんと行うこと。 
・提出物の期限を必ず守ること。 
・製作の流れや順序を考え、道具を適切に選択できるようにする。 
・道具や材料について正確な知識を持ち、安全に正しく使うこと。丁寧に粘り強く作業することが製作の基本です。  
・技術によるより良い生活や持続可能な社会を目指すことを考えるようにする。 
・自分の考えや感じたことを対話や文章等で、人に分かりやすく伝えられるようにする。  

 


